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論 文 内 容 の 要 旨
本研 究は、 イ ン ド中期大乗仏教 の代表文 献の1つ 〈鍮伽師地論 ・菩薩地〉 の中の第十章 〈戒
品〉 を取 り上げ、 〈戒 品〉本文 と諸注釈 書 を解読 し吟味 して、 この喩伽戒 の思想 の特徴、 およ
び喩伽戒のイ ン ド ・チベ ッ トにお ける受容 と展開を考察 し、イ ン ド ・チベ ッ ト仏教 史上に 占め
る喩伽戒の位 置 とそれが有す る意義 の一端 を明 らかにする ことを目的 とする。
序 論 で は、 問 題 の所 在 、 先 行 研 究 の概 略 、 本研 究 の 目的 と方 法 を明 らか にす る。
イ ン ド ・チ ベ ッ ト仏 教 にお け る大 乗 の 菩 薩 戒 に つ い て は 、 こ の 鍮 伽 戒 、 い わ ゆ る ア サ ンガ
(無 著)流 と、 〈入 菩提 行 論〉や 〈大 乗 集 菩薩 学 論〉 な どに 基 づ い た シ ャー ンテ ィデ ー ヴ ァ(寂
天)流 とが 、 い くつ か あ った 流儀 の うち の二 大 系 統 で あ った 。 つ ま り、(1)ア サ ンガ(無 著)流 、
唯 心 流 とは、 マ イ トレー ヤ(弥 勒)、 アサ ンガ 、 チ ャ ン ドラ ゴ ー ミ ン と伝 統 した 喩 伽 行 の 系統
(広 大行 流)、(2)シ ャー ンテ ィデ ー ヴ ァ(寂 天)流 、 中観 流 とは 、 マ ンジ ュ シ ュ リー(文 殊)、
ナ ーガ ー ル ジ ュ ナ(龍 樹)、 シ ャー ンテ ィデ ー ヴ ァ と伝 統 した 中観 の系 統(甚 深 見 流)で あ る。
イ ン ドの 中期 大 乗 仏教 以降 、 及び チ ベ ッ ト仏教 で は 主 に この 二 系統 の 菩薩 戒 が 儀 軌 類 と共 に受
容 され て 展 開 した の で あ る。 希 有 な る2人 の 阿 閣 梨 チ ャ ン ドラ ゴー ミ ン と シ ャ ー ン テ ィデ ー
ヴ ァ とは 、 チ ベ ッ トで は、 「最 勝 な る 者2人 」 と言 われ 有 名 で あ っ た。
所 要 に応 じて後 者 の 中観 流 に も論 及 す る が、 本 研 究 は 前 者 の 喩伽 戒 につ いて の文 献 を研 究 対
象 とす る。
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本 論 第 一篇 第 一 章 「喩 伽 戒 に関 す る 諸 文 献 をめ ぐ って 」 で は、 チ ベ ッ ト語 訳 注 釈 書 、 受 戒
儀 礼 のサ ンス ク リッ ト写 本 、 敦 煙 か ら出 土 した チ ベ ッ ト語 写 本 につ いて 検 討 し、 新 しい 知 見 を
得 る こ とが 出来 た。
第 一 節 「喩伽 師 地論 菩 薩 地 戒 品 に対 す るチ ベ ッ ト語 訳 注 釈 書 、最 勝 子 註 と海 雲 註 」で は、 〈チ
ベ ッ ト大 蔵 経 〉 に 収 め られ た、 所 謂 、 最 勝 子(ジ ナ プ トラ)が 著 し た と され る 注 釈 書 と海 雲
(サ ー ガ ラ メー ガ)が 著 した とさ れ る注 釈 書 が 同一 で あ る こ と を具 体 例 を あ げ て 実 証 した 。 そ
の証 明 は 、 「あ るチ ベ ッ ト語 訳 の 同一 の テ キ ス トの 異 版 間 に み られ る 相 違 点 のパ タ ー ン」 を整
理 して 応 用 した 。 こ の 「異 版 間 に み られ る相 違 点 の パ タ ー ン」 の知 識 は 、 チ ベ ッ ト語 翻 訳 文 献
を解 読 す る場 合 に不 可 欠 で あ る か ら、 この よ うな 実 証 は 利 便 性 の あ る試 み で あ る。 そ して 両 注
釈 書 の原 サ ンス ク リ ッ ト本 が 異 な る こ との 可 能 性 を否 定 した 。 この 両 注 釈 書 の著 者 名 だ け で は
な く、チ ベ ッ ト語 に翻 訳 した 翻 訳 者 名 につ いて も、流 伝 前 期 の 〈目録 デ ン カル マ 〉(824年 成 立)
に記 載 され た テ クス トと一致 しな い ので 、 問題 が 伏 在 して い る。
第 二 節rBodhibhadraが 著 わ した 菩 薩律 儀 儀 軌 」 で は、 〈チ ベ ッ ト大 蔵 経〉 の 中観 部 に 収 め ら
れ た 「大 乗 の 発 心 と菩 薩律 儀 の儀 軌 」 の5種 の文 献 、 す な わ ち 、 この ボ ーデ ィバ ドラ著 〈菩薩
律儀 儀 軌〉、ナ ー ガ ル ジ ュナ著 〈発 心儀 軌〉(東 北No.3966)、 ジ タ ー リ著 〈発 菩 提 心 と誓 願 受 持
の 儀 軌〉(東 北No.3968)、 ア テ イ ー シ ャ著 〈発 心 と律 儀 と の 儀 軌 次 第 〉(東 北No.3969)、 アバ
ヤ ー カ ラグ プ タ 著 〈菩 薩律 儀 受持 儀 軌 〉(東 北No.3970)、 これ ら5文 献 を概 観 した。 次 に 、 〈戒
品〉 所 説 の 喩 伽 戒 を取 り入 れ て い る儀 軌 の1つ 、 ボ ー デ ィバ ドラ(1000年 頃)著 〈菩 薩 律 儀 儀
軌〉 に対 す る未 同 定 のサ ンス ク リ ッ ト語 写 本(Cambridge大 学 図書 館 蔵Or.713(13))の 存在 を
指 摘 しそ の 内容 を考 察 し、 所 謂 ア サ ンガ(無 著)流 、 唯 心 流 の 「喩 伽 戒 」 と、 所 謂 シ ャー ン
テ ィデ ー ヴ ァ(寂 天)流 、 「中 観流 」 との大 乗 戒 の 二 系統 を 融 合 した もの とされ る 受戒 作 法(従
他 受 法 、 俄悔 ・三 帰依 ・発 菩 提 心 ・福 徳 廻 向 の作 法 、 自誓 受 法 を 説 い た儀 軌)を 考 察 した。 こ
の大 乗戒 の二 系統 の 融合 ・統 合 化 の動 向 は す で に シ ャー ン タ ラク シ タ著 〈律 儀 二 十 註 〉 にお い
て看 取 され うる。
最 後 に、 この 中観 流 の儀 軌 の1つ 、 ナ ー ガ ー ル ジ ュ ナ(7～8世 紀 に在 世)著 〈発 菩 提 心 儀
軌〉 の 内容 も検 討 して 、イ ン ド・チ ベ ッ トにお け る大 乗 菩 薩 戒 の儀 軌 類 の一 端 を明 らか に した 。
第 三 節 「敦 燈 出土 のチ ベ ッ ト語 写 本 」 で は 、 敦 燈 か ら出土 したチ ベ ッ ト語 写 本 の う ち、 鍮 伽
戒 の 戒 本 の よ う な チ ャ ン ドラゴ 』 ミ ン著(Steintib.673)と 、 現 行 の 〈チ ベ ッ ト大 蔵 経 〉 に収
め られ て い な い 〈菩 薩 律儀 二 十〉 の注 釈 書(Steintib,633-1、674)を 同定 し検 討 した 。 未 同定
で あ っ た このSteintib.674の 考 察 が 初 め て な され た 。こ こで検 討 した3点 の敦 煙 写 本 は 、どれ も
不 完 全 な完 結 しな い写 本 で あ るが 、 チ ベ ッ トと 同 じ く、8、9世 紀 頃 の敦 煙 にお いて 喩 伽 戒 は
菩 薩 戒 本 ・翔麿 本 の如 き実 修 的 な く菩 薩 律 儀 二 十 〉 と とも に流 伝 し学 修 され た こ とが 確 認 で き
た。 勿論 、 敦 煙 で はチ ベ ッ トと 同 じ く、 小 乗 戒 は 根 本 説 一 切 有 部 の も ので あ り、 大 乗 戒 は 中国
系 で は 楡伽 戒 、 イ ン ド系で は 喩 伽 戒 が 用 い られ た ので あ る。
第 二章 「喩伽戒 の内容 とその構造」では、 この喩伽戒はチ ャン ドラゴー ミンが著 した実修的
な 〈菩 薩律儀二十〉 を用 いて学修 され、 〈菩薩律儀 二十〉 とともに展開 した ので あって、 この
〈菩薩律儀二十〉 の内容 をその原点であ る 〈戒品〉本文 との関係 を考慮 しなが ら考察 して、鍮
伽戒 の内容 とそ の構造 を明 らか にす る。
チ ャン ドラゴー ミン(約7世 紀後半)は 、八斎戒 を守 るgominの 優婆塞 とな り、 菩薩道 を喩
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伽 行 の典 籍 に も とつ い て教 え 、菩 薩 の理 想 を達成 す べ き 模範 と人 々 に考 え らた 人 で あ る。
第 一 節rr菩 薩律 儀 二 十 』 につ いて 」 で は 、 〈戒 品〉 本 文 で 説 く喩 伽戒 の 内容 を二 十 の偶 頒 に
ま とめ た チ ャ ン ドラゴ ー ミン著 〈菩 薩 律 儀 二十 〉 を、 そ の2種 の注 釈 書、 す なわ ち、 シ ャー ン
タ ラ ク シタ(寂 護)著 〈律 儀 二 十 註 〉 とボ ーデ ィバ ドラ著 〈菩薩 律 儀 難 語 釈 〉 と と も に検 討 す
る こ と に よ って 、 「慈 悲 心 に も とつ く利 他 の 思 想 」 を基 底 に もつ 喩 伽 戒 の思 想 と特 色 を概 観 す
る形 で 明 らか に す る。
イ ン ドのナ ー ランダ 僧 院 の長 老 、シ ャー ンタ ラ ク シタ(約725-790年 頃)は 、チ ベ ッ ト王 テ ィ
ソ ン ・デ ツ ェ ン の時 にチ ベ ヅ トに招 か れ て 、779年 、チ ベ ッ ト人 の 出 家者6(7)人(試 み の6(7)
人)に 小 乗(根 本 説 一 切 有 部)の 比 丘 戒(具 足 戒)を 授 け た だ けで はな く、 サ ム イ ェー 大 僧 院
の トソ ツ発 心 院 にお いて 、 「菩 薩 の発 心 と 〔菩 薩 の 〕律 儀 」、す なわ ち大 乗 菩 薩 戒 の発 心 と律 儀 、
この場 合 は この 「喩 伽 戒 」 を授 けた ので あ る。 こ の喩 伽 戒 を授 けた シ ャー ンタ ラ ク シ タが 著 し
た 実修 的な 菩 薩 戒 本 ・翔 磨 本 の如 き書 物 が この 〈律 儀 二 十 註 〉 で あ る。
11世 紀 以 降 のチ ベ ッ ト仏 教 の展 開 に重 要 な 役 割 を果 た した アテ ィー シ ャ(982-1054)に は 十
数 人 の師 が い る。 そ の師 の う ち の一 人、 ボ ーデ ィバ ドラ(1000年 頃 在 世)は 、 ヴ ィ ク ラマ シー
ラ僧 院 の北 門 の守 護 者 ナ ー ロー パ の あ と をつ い だ 長 老 で あ り、 完 全 な る菩 薩 行 を具 足 し、 特 に
〈菩 薩 地 〉 に精 通 した 人 と して有 名 で あ っ た 。 この ボ ー デ ィバ ドラが 著 した の が 〈菩 薩 律 儀 難
語 釈〉 で あ る。 チ ベ ッ トの 流 伝 後 期 に お い て は 、 こ の 〈菩 薩 律 儀 難 語 釈 〉 が 弟 子 の ア テ ィー
シ ャ に よ って 影 響 を与 え る よ う にな っ た 。
これ らチ ャ ン ドラゴ ー ミ ン著 〈菩 薩 律 儀 二 十 〉 とそ の注 釈 書 、 す な わ ち シ ャー ンタ ラク シタ
著 〈律 儀 二 十 註〉 とボ ー デ ィバ ドラ著 〈菩 薩 律 儀 難 語 釈 〉)の 校 訂 本 は、 本 書 の 附 篇 に収 載 し
た。
第 二 節 「喩 伽 戒 の構 造 と そ の特 色 」 で は 、 三 聚 浄 戒 、 四 種 の 他 勝 処 法、 四十 四 種 の違 犯 を検
討 して 、 す べ て の 有 情 に対 す る慈 悲 と利他 の清 浄 意 楽 を もっ て 善 巧 方 便 に よ っ て 実 践す べ き こ
と を説 く この 〈戒 品〉 所 説 の 喩伽 戒 の、 構 造 と特 色 を 明 らか にす る。 三聚 浄 戒(律 儀 戒 、 摂 善
法 戒 、 饒 益 有 情 戒)と 四 他勝 処法 、 四 十 四 違 犯 との 関 係 、 四 十 四 違 犯 の特 徴 、 声 聞 ・独 覚 の 戒
(小 乗 戒)と 大 乗 菩 薩 戒 、 密 教 の戒 との3者 の戒 の 特 徴 と相 異 を考 察 した。
第 三 節 「菩 薩 の別 解 脱 律 儀 」 で は 、 「菩 薩 の別 解 脱(プ ラー テ ィモ ー ク シ ャ)」 とい う表 現 の
概 念 を考 察 す る。 先 の第 一 章 第 二 節 で検 討 した サ ンス ク リ ッ ト写 本(Ms.Or.713(13))に お い
て 、 従他 受 法 と 自誓 受法 、 俄 悔 ・三 帰 依 ・発 菩 提 心 ・福 徳 廻 向 の 作 法 を説 く個 所(す なわ ち第
一 部)と 、 〈優 波 離 所 問経 〉 中 の 声 聞 ・縁 覚 乗 の 波 羅 提 木 叉 と大 乗 の菩 薩 乗 の 波 羅 提 木 叉 、 両
者 の 清 浄 戒 と大 破 戒 、 大 乗 の 者 が 瞑(dve§a,shesdah)の 心 に よ って 戒 を犯 す の が 最 も重 罪 で
あ る こ と等 を 説 く個 所(す なわ ち第 二 部)と を あわ せ て 「菩 薩 の別 解 脱 」 と呼 んで い る。
このサ ンス ク リ ッ ト写 本 で言 う 「菩 薩 の別 解 脱 」 と、 シ ャー ンテ ィデ ー ヴ ァ(寂 天)が 著 し
た 〈大 乗集 菩 薩 学 論 〉 で 引 用 され る経 典 「菩 薩 の別 解 脱」(東 北No.248)と で は全 く内容 が 異
な る こ とが判 明 した。
一般 に、 菩 薩 の別 解 脱 は学 処 の組 織 を欠 き、 声 聞 の別 解 脱 とは 異 な るが 、 両 者 が 区別 され る
特徴 の 一 つ は 菩 提 心 にあ る こ と を窺 い、 次 に、 この 「菩 薩 の別 解 脱 」(東 北No,248)と 略 称 さ
れ る経 典 は、 六波 羅 蜜 の行 を 中心 と して 、 そ の他 の種 々 な る菩 薩 の実 践 す べ き徳 目を 四法 ご と
に ま とめて 説 い た も ので あ る ことが 分 か っ た。
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第三章 「喩伽戒 に見 られ る不善 の肯定 」では、 喩伽 戒の密教的視 点を考察す る。菩薩 の違犯
44ヵ 条の うちの第9条 が考察 の対象で ある。
第一節 「喩伽 戒の七不善業の容認」 では、 一定 の条 件の もとであれば 不善、悪 を容認、肯
定す る思想は、中観流の 〈大乗集菩薩学論〉や 〈入菩提行論〉において も見 られ る。す なわち、
利他 のた めに食欲 と相応 した罪や、禁止 された殺 生、 非梵行 な どを一定の条件 のも とで容 認す
ることを説 くのである。
こ こでは、 「不 善の肯定思想」 を唯心流 の楡伽戒 に視 点 をお いて詳述す る。 そ して、そ の後
に成立 した同 じ喩伽行派の文 献 〈大乗荘厳経論〉 と 〈撮大乗論〉 も検 討する。 〈大 乗荘厳経論〉
で説 く 「有情 のため に負欲か らなされた行為」 の容認 、 〈撮 大乗論〉で説 く比喩的な表現で あ
る 「十 の不善な る行為」 の容 認思想 の特別 な意 味を考 察 した。
喩伽戒の第9条 では十善 の うちの殺生、楡盗、邪(不)淫 、妄語、 両舌、悪 口、綺語 の七つ
の不善な る行為 を行 って も、有情 に対す る思 いや りの心 をもち利他 のために善巧方便 として行
うので あれば、許 され る とす る。三毒 の うち の食欲(r五ga、chagspa)に ついて、有情 に対す
る貧欲 は愛情 であ り、愛慰 をともな っているか らである。 〈優 波離所 問経〉 にそ の典拠 を求 め
ることが出来 る。
しか しなが ら、空の思想(一 切 の存在す るものには実体 がない こと)に つ らぬかれた大乗経
典 に説かれ るこの大乗菩薩戒 では、 この現 実社会 で実 際 に身 ・口 ・意で もって不 善なる行為 を
行 って も許容される と説 くのではな い。大乗 の菩薩 はその意思 や動機 が純粋 なる利他 の精神 に
基づ き、般 若 と善巧 方便 を伴 い慈 悲 の心 をもって利他 のた め に実践す べきで あ ると言 ラ こと
を、比喩的 ・象徴的 に表現 されて いると理解す るべきである。
第二節 「喩 伽戒で説 く殺生 につ いて」で は、前 節で検 討 した7種 の不善な る行為 のうちの第
一 「殺 生」について考察す る。不殺 生は 一般 的倫理 の1つ であるが、 一定 の条件 のも とで あれ
ば殺生 を容認す るこの思想 は、初期仏教以来 内包 され ていた し、後 の後期大乗仏教へ と展 開 し
てゆ くのである。
イ ン ド中期大乗仏教に属す る この 〈戒 品〉に説かれ る 「慈 悲の心 と善巧方便 にも とつ く殺 生」
は、直接 には 〈善巧方便経〉 にまで さか のぼ る。前節 で述べ た 〈優波離所 問経〉や この 〈善巧
方便経〉は初期 大乗経典の く宝積経〉、に属 して いる。 〈宝積経〉 の素朴 な原型 は紀元後1世 紀
頃 には存在 した とされる。
勝 義 の立場、 出世 間 レベルにお いて このよ うな殺 生 を容認す る考 え、 つま り、 「慈悲の心 と
善巧方便 にもとつ く殺 生」 の容認思想が、イ ン ド大乗 仏教に も、 さ らにはそれ以後 のイ ン ド後
期大乗仏 教、 密教に も見 られ る ことの一端 を眺 めた。
第三節 「方便 を伴 う十善戒 一 〈大 日経〉と〈菩 薩地戒 品〉における一」では、 のちの中期密教
経典 〈大 日経〉(7世 紀)の 「受方便 学処品」で説 かれ る菩薩 の十 善戒の思想が 直接 的 には こ
の 〈戒品〉の影響 を受けて いる ことを、 この両文献 の当該の記述 内容 を検討 して確認 して詳述
し、大乗仏教思想にみ られ る密教へ の展 開の一側面 を窺 った。 あわせてイ ン ド ・チベ ッ ト仏教
で 〈戒品〉(6ila-palala、byahchubsemsdpa垣tshulkhrimskyile加)と いう題名で呼ばれて い
る文献は、 この 〈菩薩地戒 品〉 を指 して いる ことを論 じた。
〈大 日経 ・受方便 学処 品〉 と 〈菩薩地戒品〉 にお いて普通 の社会 的価 値観 を転換 させ るよう
な不善の行為 を説 く個所 を取 りあげ検討 し、大乗 の波羅 蜜行 の菩薩 と真言行 の菩薩 に共通 の、
方便 を伴った慈悲利他 の立場に基づ く十善戒 の意 味を考察 した。 この菩薩は一切 の法は本来不
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生 な り(般 若 の空)と さ とっ て 無 執 着 で あ り、 悲(ク リパ ー)に も とつ いて 善 巧 な る方 便 を実
行 す べ きで あ る と され る。
第 四 章 「チ ベ ッ ト仏 教 にお け る喩 伽 戒 の諸 相 」 で は、 チ ベ ッ ト撰 述 の この喩 伽 戒 に関 す る文
献 を取 りあげ て 考 察 す る。
第 一 節 「イ ン ド ・チ ベ ッ ト仏 教 に お け る喩 伽 戒 の 主要 な文 献」 で は、 この(戒 品)所 説 の大
乗 菩 薩 戒(喩 伽 戒)が イ ン ド ・チ ベ ッ トにお い て 受容 され 流 布 したそ の展 開 を主 要 な 文 献 を挙
げ て 概 観 す る。 そ して 、第 二 節か ら第 六 節 ま で、 チ ベ ッ ト人 に よ る喩 伽 戒 に 関す る著 作 を検 討
して 、 チ ベ ッ ト仏 教 に お け る喩 伽 戒 の あ りよ うを窺 う。
第 二 節rGragspargyalmtshan著 〈偶 頒 二 十 の 解 説 〉」 で は 、サ キ ャ派 の尊 師 タ クパ ゲ ル ツ ェ
ン(Gragspargyalmtshan(1147-1216))が 著 した 〈偶 頒 二 十 の解 説〉(チ ャ ン ドラゴ ー ミ ン の
〈菩 薩 律 儀 二 十 〉 に 対 す る解 説 書)を 取 りあげ る。
タ クパ ゲ ル ツ ェン は 「梵 行 の優 婆 塞 」 の律 儀 を受 持 した 人 で あ る。 彼 は 主 と して シ ャー ン タ
ラ ク シタ 著 〈律儀 二 十 註〉 に重 点 を お い て い る。
菩 提 心 の二 種 の側 面、 す なわ ち誓 願 心 と発 趣 心 とを受 持 す る儀 軌 を新 し く挿 入 した こ の文 献
の特 徴 を ま とめ て、 そ の シ ノプ シ ス を和 訳 して 提 示 し、 そ の 内容 の理 解 に資 す るよ う に した 。
第 三 節 「ツ ォ ンカバ 著 〈菩 提 正 道 〉 で 説 か れ る受 戒 法 」 で は、 ゲ ー ル ク 派 の 開 祖 ツ ォ ンカ バ
(1357-1419)が 著 した 〈菩 提 正 道〉 の 第2章 「一 切 戒 の解 説」 の うち、 戒 を受 け る 方 法(受
戒 法)の 解 説 部 分 の和 訳 ・検 討 を 試 み 、 〈戒 品〉 所 説 の 喩 伽 戒 の受 戒 法 の 特 徴 を考 察 し、 こ の
鍮 伽 戒 の受 戒 儀 軌 の 展 開 を窺 う。 そ して、 〈菩 提 正 道 〉 の シ ノプ シ ス も和 訳 して 提 示 し、 こ の
テ ク ス ト全体 の 内容 を概 観 す る。
当 該 の 〈菩提 正 道 〉 で は、 菩 提 心 をお こ し、 学 虞(学 ぶ べ き条 項)を 修 学 し、 六 波 羅 蜜 を実
践 し、 菩 薩律 儀 を受 持 す る こ とが 、 波 羅 蜜 乗 と真 言 乗 と に共 通 して 必 要 で あ る。 真 言 行 者 も こ
の 菩薩 律儀 を受 持 す べ きで あ る と い う観 点 か ら、ッ ォ ン カバ に よ る 〈戒 品 〉の 解 説 が な され る。
大 乗 菩 薩 戒 の二 系 統 、(1)喩 伽 行 の系 統 と(2)中 観 の系 統 の う ち、 チ ベ ッ トの 流伝 前 期 で は 前 者
が 菩薩 行 の指 針 で あ った が 、流 伝 後 期 で は 両 系 統 が 比 べ られ る よ う にな る。 シ ャキ ャ ・パ ンデ ィ
タ(1182-1251)以 後 、 サ キ ャ派 は両 系 統 を 区別 した が 、 ツ ォ ンカ バ は 両 系 統 を融 合 さ せ よ う
と した。
第 四節rDAulchuDharmabhadra著 〈菩 提 正 道 の 心 髄 〉」 で は 、 ゲ ー ル ク派 のグ ル チ ュ ・ダ ル
マバ ドラ(1772-1851)の 講 義 を書 き 留 め た 〈菩 提 正 道 の心 髄 〉 を検 討 す る。
この 〈心 髄 〉 の内 容 は 、(A)チ ャ ン ドラゴ ー ミ ン著 く律儀 二 十 〉 と、⑬ シ ャー ンテ ィ デ ー ヴ ァ
著 〈大 乗集 菩 薩 学 論 〉 中の 彼 自作 の 摂 頒 と に大 別 され う る。(B)で は ッ ォ ンカ バ著 〈菩 提 正 道 〉
と異な っ た見 方 で18根 本 罪 が た て られ る 。
〈戒 品〉 に対 す る チ ベ ッ ト撰 述 の注 釈 書3種 は この 章 の 第 二 節 か ら第 四 節 まで にお い て検 討
した。
第 五 節 「サ キ ャ派 の 文 献 」で は、サ キ ャ派 が伝 え る この 喩伽 戒 の 二 系統(ア サ ンガ 流 と シ ャー
ンテ ィデ ー ヴ ァ流)の 相 承 系 譜 を 紹 介 した のち 、 声 聞 ・独 覚 の別解 脱律 儀(プ ラー テ ィモ ー ク
シ ャ ・サ ンヴ ァ ラ)、 大 乗 菩 薩 の菩 薩 律 儀(ボ ー デ ィ サ ッ トヴ ァ ・サ ン ヴ ァ ラ)と 密 教 の真 言
律 儀(マ ン トラ ・サ ン ヴ ァ ラ)と の三 律 儀(ド ム ・ス ム)と そ の相 互 関 係 を中 心 主題 とす る文
献 に お い て 説 か れ る 大 乗 菩 薩 戒 の特 徴(大 乗 の 菩 薩 律 儀 は 、 一 切 有 情 に対 す る 愛 憐 と悲 患 を
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も って 、 利 他 の た め に 菩提 を得 た い と欲 して 六 波 羅 蜜 等 を行 な い、 身 口意 の十 不 善 等 の過 失 を
捨 て る こ と を本 質 とす る も の とす る)を 理 解 す る。
次 に、 サ キ ャ ・パ ンデ ィ タ著 〈三 律 儀 細 別 〉 に関 す る註 釈 を著 作 し、 そ の後 、 そ の見 解 が 権
威 あ る もの と して 容 認 され た サ キ ャ派 の コ ラ ムパ ・ソ ナ ム セ ンゲ(1429-1489)が 述 べ る大 乗
菩 薩戒 の二 系統 の 区別 に関 す る見 解 を検 討 した 。
彼 は、 菩 薩 律 儀 の受 持 に関 して 、 ① 中 観 流 と して 、 ナ ー ガ ー ル ジ ュナ(7、8世 紀 に在 世)
著 〈発 心 儀 軌 〉、 ジタ ー リ著 〈発 菩 提 心 と誓 願 受 持 の儀 軌 〉、 シ ャー ンテ ィデ ー ヴ ァ著 〈入 菩 提
行 論〉 に基 づ いた サ キ ャ ・パ ンデ ィ タ著 〈(中観 流 の)発 心 儀 軌 〉、② 唯 識 流 と して、 〈菩 薩 地
戒 品〉 とチ ャ ン ドラゴ ー ミ ン著 〈律儀 二 十〉 に 基 づ いた タ クパ ゲ ル ツ ェ ン著 〈律 儀 二 十 註〉 を
推 賞 し、 菩 薩 律 儀 に関 す る 中観 流 と唯 識 流 の 区別 を解 説 して い る。(1)儀 軌 の 区別 に関 して 、 前
行 にお いて 、 ① 中観 の 人 は、 〈入 菩 提 行 論 〉 に説 か れ る如 く、7支 分 を行 な う。 ② 唯識 の 人 は 、
チ ャ ン ドラゴ ー ミ ン著 〈菩 薩 律 儀 二 十 〉(第1偶ab)に 説 か れ た 如 く、"礼 拝"と"供 養 の 奉
献"と の2だ け を行 な い、"罪 悪 の臓 悔"等 をな さな い。 ① 中観 の 人は 、"障 碍 の 質 問"を しな
いが 、 ② 唯識 の 人 は 「(汝は)菩 薩 で あ る か?菩 提 に 願 を立 て た か?菩 薩 の 蔵 母 」 云 々 と"障
碍 の 質 問"を お こな う。 正行 にお いて 、 ① 中観 の 人 は 、 発趣 と誓 願 の 両方 を一 緒 に受 け る。 ②
唯 識 の 人 は 、 先 ず 誓願 を 受 け てか ら、 そ の の ち菩 薩 蔵 を 学 び、 所 学 に通 達 し、 行 な え る な らば
(そ の 誓 願 を 堅 持 して)発 趣 の律 儀 を 受 け る。 後 行 に お いて 、 ① 中観 の 人 は 、 「今 日、 私 の 生
は 実 り多 く」 云 々 と、 〈入 菩 提 行 論 〉 の第3章 〈菩 提 心 の 摂 受 〉 第25偶 と第26偶 を言 って 「自
己歓 喜 」 を修 習 し、 「私 は 今 日、救 護 者 一 切 の」 云 々 と、 〈入 菩提 行 論〉 の第3章 第33偶 を言 っ
て 、 「他 人 の歓 喜 」 を修 習 す る。 ② 唯 識 の 人 は 、"啓 白請 証"を な す。 そ の他 、(2)菩 薩 律 儀 を与
え る 授 者、(3)受 者、(4)所 学 、(5)俄 悔 の儀 軌 、 これ ら各 々 の 区別 、 特 徴 が 分 か った 。
最 後 にサ キ ャ派 のゴ ル チ ェ ン ・ク ンガ ザ ン ポ(1382-1456)が 著 わ した、 中 観 流 の 発 心 を先
に阿 閣梨 か ら得 て そ の後 に仏 像 の御 前 にお いて 自分 で受 け る場 合 の儀 軌 〈中観 流 の発 心 と 自分
で 受 戒す る儀 軌〉 の 内容 を紹 介 して 、 コ ラム パ が 指 摘 す る 中観 流 の儀 軌 の特 色 を具 体 的 に検 討
した。
本論第二篇 「〈菩薩地戒品〉の研究一和訳 と訳注一 」では、 〈戒 品〉本文の和訳 と訳注 を提示
して、鍮伽戒 の思想 と構造、意義、特徴 を明 らか にす る。他 の大乗菩薩戒(十 善戒)や 声聞戒
との関連 をも考察す る。
結論 では、如 上の考察 をまとめて整理 し、今後の課題 を展望 した。
附 篇 に は 、 特 に 本 論 第 一 篇 第 二 章 第 一 節rr菩 薩 律 儀 二 十 』 に つ い て 」 で 考 察 し た 次 の3書




こ の 校 訂 本 は 、 デ ル ゲ 版 を 底 本 と し 、 チ ョ ネ 版 、 北 京 版 、 ナ ル タ ン 版 に 加 え て 耳phyihpaStag
tseTanjur写 本(『 金 写 く丹 珠 爾 〉 影 印 本 』Vol.67:第150函 、Ku秩 、Nos.3581、3582、3583)、
都 合5本 の 版 本 ・写 本 と を 比 較 校 合 し た も の で あ る 。
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このチ ャン ドラゴー ミン著 〈菩薩律儀二十〉がイ ン ド ・チベ ッ トにお ける喩伽戒 の展 開史 の上
で 中心的な役割果 た したので、そ の注釈書2種 とともに、そ の内容 を理解 しやす いよう整理 し
て ここに収めた。
本論文 の末尾 に参考文献 の一覧 を掲載 した。
以 上 の よ う に、 第 一 篇 、 第 二 編 、 附 篇 に大 別 して 〈戒 品〉 所 説 の喩 伽 戒 を考 察 した 。
仏教者 のあ り方 を規定する 「戒」 と 「律」が仏教思想 の基調 にあると言 ってよ い。 この鍮伽
戒 は、小乗戒 を止揚 して大 乗の菩薩の立場 にたち、それ以前 の大乗戒の主流であ った十善戒 を
越 えて慈悲の心 に基づ く利他 の行為 を強調 す る点が大 きな特徴で ある。 この喩伽戒がイ ン ド ・
チベ ッ ト仏教史のなかで果 た した役割 は非常 に大き く、大乗仏教の頓悟L漸 悟論や鍮伽戒 とそ
の前 の小乗律 との関係、喩伽戒 とその後 の密教の戒 との関係な ど、広 義 においては、イ ン ド ・
チベ ッ ト仏教史、仏教思想 の根幹 とも言 える研 究すべき多 くの課題が残 っている。本研究はそ
の門端 を窺った。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本 研 究 は、 大 乗 菩 薩 戒 に お け る 喩 伽 戒 の 基 本 理 念 と儀 軌 作 法 を 確 立 し た 『菩 薩 地 、 戒 品
(BodhisattvabhUmi、6ila-pa些ala)』(4世 紀)と そ の 注 釈 書 類 に 基 づ き、 そ れ ら と 中観 系、 密
教 系 の 関連 資 料 と の比 較 ・検 討 を通 して 、 イ ン ド ・チ ベ ッ ト仏 教 にお け るそ の展 開 と意 義 を跡
づ け た も ので あ り、 序 論 、 本 論 ・第 一 篇(前3章 に各3節 、 第4章 に5節)、 第 二 篇 『菩薩 地、
戒 品』 の和 訳 ・註 記 、 結 論 及 び 附 篇 よ り成 る。
序 論 。 先ず 、先 行 研 究 に触 れ 、 直接 に 本 論 文 に有 益 な も の と して 、 羽 田 野伯 猷 、M.Ta七zの 一
連 の論 文 、 著 作 を挙 げ る。 そ の 上 で、 これ まで に未 紹 介 の文 献 資 料 や 、 な お 残 され て い る課 題
を指 摘 し、 本 論 の 各 章 にお い て 考 察 す るそ れ らの 具 体 的 な 項 目 を挙 げ て 全 体 の構 成 を概 括 す
る。
本 論 第 一 篇 、 第 一 章 「喩伽 戒 に 関す る 諸 文 献 を め ぐ っ て」、 第 一 節 「鍮 伽 師 地 論 菩 薩 地 戒 品
に対 す るチ ベ ッ ト語 訳 注釈 書、 最 勝 子註 と海 雲 註 」 で は 、 チ ベ ッ ト大 蔵 経 に別 書 名 、 別 著 者 名
で 収 録 され て い る両 書 が、 同 一 の 書 で あ る こ と を、 デ ル ゲ 、 ナ ル タ ン等 の各 異 版 を比 較 し、 多
く の具 体 例 を示 しつ つ実 証 して い る。 しか し、 著 者 名 と翻 訳 者 名 には 問題 が 残 る こ と を指 摘 す
る 。
第 二 節rBodhibhadraが 著 した 菩 薩 律 儀 儀 軌 」。 大 乗 の 発 心 と菩 薩 律 儀 の儀 軌 に 関 す る5書 を
挙 げ 、 そ の う ち のBodhibhadra(1000年 頃)の チ ベ ッ ト語 訳 『菩 薩 律 儀 儀 軌 』(DNo.3967、P
No.5362)が 、Cambridge写 本(Or,713(13):IHQ7、1931)の3部 か らな る うち の 第1部 に 同
定 し うる こ とを、 サ ンス ク リ ッ ト原 典 と チ ベ ッ ト語 訳 との 比 較 に基 づ いて 証 明 して い る。 また
この 書 は、 『戒 品 』 所 説 の 喩伽 戒 の儀 軌 と龍 樹(7、8世 紀)の 『発 心 儀 軌 』 と を融 合 しよ う
とす る点 で重 要 で あ る とい う。
第 三 節 「鍮 伽 戒 に関 す る敦 煙 出 土 チ ベ ッ ト語 写 本 」。 敦 煙 出土 のStein蒐 集 本 の う ち、Steintib.
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673と 、633-1、674(こ の2本 は大 蔵 経 に未 収)を 詳 細 に検 討 し、初 め て 、これ をCandragomin
の 『菩 薩 律 儀 二 十』 に 関す る 断片 で あ る と比 定 し た。
第 二 章 「喩 伽戒 の 内容 とそ の構 造 」、第 一 節 「『菩 薩 律 儀 二 十 』に つ い て」。Candragomin(7
世 紀後 半)は 『戒 品』 の要 義 を20偶 に纏 め あげ たr菩 薩 律 儀 二 十 』(DNo.4081、PNo.5582)を
ダ
著 作 した が 、 本 節 で は、 この 書 に対 す る2大 注 釈 書:S5ntaraksita(8世 紀)の 『Vrtti』 と
■ ●
Bodhibhadraの 『Pa旬ik5』 を参 照 しつ つ、 『律 儀 二 十 』 の内 容 を逐 一 解 説 し、そ れ ぞ れ の 特 色 と
相 違 を 指摘 す る。
第 二 節 『喩 伽 戒 の構 造 とそ の 特 色 』。 喩 伽 戒 の 内 容 構 造 は、 律 儀 ・摂 善 法 ・饒 益 有 情 の 三 聚
浄 戒 と これ を具 体 的 な 形 で 示 した 四 他勝 処 法 と四 十 四 違 犯 よ り成 るが 、 この 四十 四違 犯 の 特 色
を顕 著 に 示 め す 第9条 と三 聚浄 戒 との 関 係 に つ い て 説 明 す る。 この 第9条 は 、"一 切 の有 清 に
対 す る憐 慰 の心(清 浄 な 増 上意 楽)を もっ て 、 善 巧 方 便 と して 行 うな らば 、殺 生 な どの(七)
性 罪 を犯 して も違 犯 とは な らず 、大 功 徳 を 生ず る"と い う も ので あ る。 また 、Ati6a(982-1054)
の 『一 切 三 摩 耶 集 』 に説 明す る別 解 脱(小 乗)律 儀 、(大 乗)菩 薩 律 儀 、 真 言(密 教)律 儀 の
特 色 につ いて 、 『戒 品 』 と対 応 させ て考 察 して い る 。
第 三 節 「菩 嘩g別 解 脱 律 儀(bodhisattva-pr五timok§a-sa卑vara)」 。 同 じ"菩 薩 の 別 解 脱 律 儀"
の 語 句 を用 い る が、 先 の(第 一 章 第 二 節)Cambridge写 本(Or.713)の そ れ は 第1部 と第2部 を
　 ダ
合 わ せ た もの を指 し、 中観 系 のSantideva(7世 紀)のrSik鉾samuccaya』 所 引 の そ れ は 、実 践
の徳 目 を4法 ず つ に 纏 めて 説 く 『Bodhisattvapr砒imok§a-nirde6a』(DNo.248、PNo.914)を 指
し、 両 者 は まっ た く別 で あ る こと を指 摘 し、 菩 薩 の別 解 脱 は 声 聞 のそ れ の よ う に組 織 的 な 学 処
を持 た な いが 、 誓 願 菩 提心 を持 つ と い う点 で 特 色 が あ る とい う。
第 三 章 「喩 伽 戒 に見 られ る不 善 の 肯 定 」、 第 一 節 「喩伽 戒 の七 不 善 業 の容 認」。 『戒 品 』 所 説
の 四 十 四 違 犯 の 第9条(第 二 章 第 二 節)の 理 念 は他 の大 乗 経 ・論 に も見 られ るが 、 そ れ らと の
影 響 関 係 につ い て 論述 し、 殊 に、 これ がr大 日経 、 受 方 便 学 処 品』 に説 か れ る十 善 戒 の理 解 に
直 接 影 響 を与 え た こ とを指 摘 す る。
第 二 節 「喩 伽 戒 で 説 く 「殺 生」 に つ い て 」。 前 節 を 受 け 、 『戒 品』 以 前 の 成 立 と考 え られ る
『善 巧 方 便 経 』 を 引 用 しつ つ、 「殺 生 」 容 認 の根 拠 が こ の経 に 説 か れ る"大 悲 と善 巧 方 便"に
あ る こ とを確 か め て い る。 しか し、 この 理 念 の起 源 につ いて は、 な お 問 題 が 残 さ れ て い る。
第 三 節 「方 便 を伴 う十 善 戒一 く大 日経 〉 と 〈菩 薩 地 戒 品〉 にお け る一 」。 次 いで 、 『戒 品 』 の
『大 日経、 受 方 便 学 処 品』 へ の 影 響 につ い て 、 両 者 を具 体 的 に比 較 し、 詳 細 に検 討 を加 え て 明
らか に して い る。
第 四 章 「チ ベ ッ ト仏 教 にお け る 喩 伽 戒 の諸 相 」、 第 一 節 「イ ン ド ・チ ベ ッ ト仏 教 にお け る 喩
ダ
伽 戒 の 主要 な文 献 」。喩 伽 戒 の チ ベ ッ トへ の伝 承 は 、『律 儀 二 十』の 『Vτtti』を著 したS5ntarak§i七a
が チ ベ ッ トに招 かれ 、 当地 で 比丘 戒 のみ な らず 、r戒 品 』 の菩 薩 戒 を も授 け た と され る"流 伝
前期"の それ と、Bodhibhadraの 『Pa旬ika』 が弟 子 のAti`aに よ って チ ベ ッ トに伝 え られ 、 大 き
な 影 響 を 与 えた と され る"流 伝 後 期"の そ れ と に収 束 し う る と して い る。
第 二 節 「Gragspargyalmtshan著 〈偶 頒 二 十 の解 説 〉」。11世 紀 後 半 に成 立 し、 そ の後 有 力 な
氏 族 教 団 を形 成 す るSaskya派 の五 先 師 の一 人 で あ るGragspargyalmtshan(1147-1216)の 『偶
ド
頒 二 十 の解 説』 を取 り上 げ て 内 容 と特 色 を ま とめ 、 そ れ がsantaraksitaの 註 解 に依 る こ とを確
か めて い る。
第 三 節 「ツ ォン カバ 著 〈菩 提 正 道〉」で 論ず る受 戒 法 」。Dgelugs派 の開 祖 ・Tsohkhapa(1357一
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1419)の 著 した 『戒 品』 の 註 釈r菩 提 正 道 』(Toh.No.5271、 .PNo.6145)の 全体 を概 観 し、 殊 に
第2章 「一 切 戒 の解 説」 の う ち、 受 戒 法 の解 説 部 分 を 翻 訳 し、 検 討 し て、 唯識 ・無 著 系 と 中
観 ・寂 天 系 を融 合 させ よ う と して い る 点 に、 この 書 の 特 色 が あ る と して い る。
第 四 節 「DhulchuDharmabhadra著(菩 提 正 道 の 心 髄)」 。 同 じ くDgelugs派 のDhulchu
Dharmabhadra(1772-1851)の 講 義 録 『菩 提 正 道 の心 髄 』の梗 概 を示 し、寂 天 の 『Sik頭samuccaya』
の解 説 中 に、Tsohkhapaと は 異 な っ た"18根 本 罪"説 が 見 られ る な どの特 色 を指 摘 して い る。
第 五 節 「サ キ ャ派 の 文 献 」。Saskya派 の伝 承 に お け る"発 心 儀 軌"の 相 承 の 一 例 と し て、
NorchenKundga尊bzahpo(1382-1456)の 『聴 聞 録 』 に依 っ て、 そ の系 譜 を掲 げ 、 ま た 、 彼 の
"中 観 派 の 発 心 儀 軌 解 説"の 内容 を 紹 介 して い る
。 更 に 、 元 朝 初 代 の顧 問僧 ・耳phagspaの 叔
父、SaskyaP鱒qita(1182-1251)の 『三 律 儀 細 則』 及 び 、 新Saskya派 を 代 表 す る 一 人、Go
rampa(1429-89)の 註 解 を取 り上 げ 、菩 薩 律 儀 の受 持 な ど に関 して 、Tsohkhapaと は 異 な り、
唯識 流 と 中観 流 を区別 す る立 場 で 説 明す る点 に特 色 が あ る と指 摘 して 、 儀 軌 、 授 者 、 受 者 、 所
学 、違 越 時 の 改 悔儀 軌 に 関す る両 流 の 区別 に つ いて 、Gorampa自 身 の解 説 の要 点 を略 述 して い
る。
本 論 第 二 篇 「〈菩 薩 地 戒 品〉 の 研 究 一 和 訳 と訳 註一 」 は 、 著 者 自身 が そ の 作 成 に分 担 者 と し
て加 わ った 、 梵 ・蔵 ・漢 三 者 対 校 に よ る 『戒 品』 の校 訂 テキ ス ト及 び チ ベ ッ ト訳 海 雲 註 に基 づ
く和 訳 ・註 記 よ りな る。
結 論 で は 、 これ ま で の論 述 を纏 め た 上で 、 今 後 の課 題 に触 れ て い る。
附 篇 に は、 喩 伽 戒 の 伝 承 に 中 心 的 な 役 割 を 果 た し たCandragominの 『菩 薩 律 儀 二 十 』、
SantaraksitaとBodhibhadraの2註 釈 を、 チ ベ ッ ト訳5種 異 版(デ ル ゲ 、チ ョネ 、 ナ ル タ ン、北
京 、 耳phyihpaStagtse写 本)を 校 合 して 収 めて い る。
部 派(小 乗)系 の戒 律 、 後 期 密 教 系 の戒 律 な ど と の 関わ りを含 め、 な お 多 くの 課 題 を残 して
い るが 、 本研 究 は、 従 来 、 史 的 、 体 系的 に扱 わ れ る こ との ほ と ん どな か っ た 、4・5世 紀 以 後
のイ ン ド ・チ ベ ッ トに お け る大 乗 菩 薩 戒 の研 究 と して 、 今 後 の斯 学 の発 展 に資 す る と こ ろが 極
め て 大 き い。
よ っ て 、 本 論文 の提 出者 は、 博 士(文 学)の 学 位 を授 与 され る に十 分 な 資 格 を有 す る も の と
認 め られ る。
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